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3,776mの富士山。その高さはどのようにして測られたのだろうか。
今までの標高は山麓から間接的に測った値「三角測量」による値で、
直接山頂まで登山して測る「水準測量」によるものではなかった。
　1993年夏、初めて山頂までの徒歩による「直接水準測量」と、人
工衛星を利用した「GPS測量」により、富士山の高さが検証された。
その結果、3,774.971ｍでこれまでより１ｍ低い値が得られた。
　映画は、測量の歴史とともに、50日間に及ぶ膨大な時間と労力を
かけ、測り継いだ富士山計測の記録である。
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富士山の高さが初めて測られたのは、江戸時代のことで、明治以降
測量技術の発展と共にその高さは書き替えられてきた。その測量の
歴史と共に、今までの直接水準測量法と最新の「GPS測量」を比
較紹介し、これらの技術の応用を展望する。
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